
廊
下
幽
博
士
略
歴
艶
繋
績

明
治
ナ
「
年
十
月
十
九
日
　
山
形
市
香
澄
町
に
て
東
京
府
士
族
深
田
康
雲
影

　
　
　
　
　
　
　
　
籠
城
ビ
し
て
外
生
減
O

　
　
明
治
十
七
年
九
月

　
　
同
　
十
入
年
十
月

　
　
同
二
十
五
年
三
月

　
　
同
　
　
　
　
四
刀

　
　
同
二
十
九
年
三
月

　
　
周
　
　
　
　
九
月

　
　
同
三
セ
越
年
七
月

　
　
同
　
　
　
　
　
伺
月

　
　
同
三
十
三
年

　
　
同
三
十
五
年
七
月

　
　
岡

　
　
聞
副
一
二
十
山
ハ
年

　
　
尉
＝
ニ
ナ
山
ハ
年
三
月

　
　
同
　
　
　
　
四
月

謝
　
　
　
嚢

宇
都
宮
市
小
學
校
（
西
）
此
等
Q

埼
玉
縣
捲
雲
學
校
附
燭
小
學
校
入
學
。

卒
業
9

東
京
高
等
師
範
下
校
附
雪
中
學
第
二
學
年
に
編
入
Q

卒
業
。

第
こ
諸
鎮
學
搬
入
學
（
無
試
）

卒
業
Q

來
京
帝
國
大
學
丈
科
大
工
哲
學
科
入
興
。

ケ
ー
ベ
ル
帰
宅
に
寄
遇
し
、
爾
後
留
學
前
ま
で
の
入
年

間
な
此
腱
に
過
す
。

卒
業
。

東
京
譲
葉
大
器
大
學
見
入
學
Q

明
治
大
學
の
授
業
為
囑
託
ぜ
ら
る
回
目
丈
學
の
編
集
事

務
か
由
る
。

「
人
巫
の
興
昧
」
（
帝
國
丈
學
）

［
曙
光
」
解
題
（
岡
）

　
　
　
　
報

伺伺同調同
　　四　　十
　　四　　年十十九九三二
月月月月月

同同伺同
　四　十
　十年
　一一十六
　月月月

同同
四
十
Af．

ヨ五十

月一
　月

遅同同同

　十
　九
　年
九一六五
刃、月刀

同同同同

十　 一卜

入　　七
年　　年
一九七五
、月冠月　

ケ
ー
ベ
ル
、
「
カ
ン
ト
百
醐
［
己
心
に
↑
帯
旧
瞬
り
て
、
」
灘
陣
（
ゆ
奥
…
埋
）

　
「
ヒ
レ
チ
ー
の
幸
爾
論
し
（
眞
理
）

　
「
無
意
識
哲
學
の
第
十
一
阪
」
（
哲
學
維
誌
）

三
躍
　
「
ハ
ル
ト
マ
ソ
の
無
意
識
哲
學
ハ
第
十
版
）
（
哲
學
維

　
誌
Q

「
思
想
家
定
し
て
の
シ
ル
レ
ル
し
（
未
完
×
帝
國
丈
學
）

　
「
シ
ル
レ
ル
が
美
學
上
の
効
紐
」
（
哲
學
難
誌
）

三
、
七
月
　
岡

　
第
一
高
等
學
校
よ
り
倫
理
及
正
理
の
授
業
を
囑
託
ぜ
ら

　
る
。

　
ケ
ー
ベ
ル
、
「
エ
ド
フ
ル
ド
。
ハ
、
〃
ト
マ
ソ
」
縄
ハ
山
巣
理
）

　
美
學
及
美
術
史
研
究
の
爲
、
満
三
年
目
間
欄
舳
図
及
佛
國
へ

　
留
學
か
命
ぜ
ら
ろ
。

依
願
第
凝
諭
等
車
回
及
法
治
曳
學
の
囑
託
為
解
か
ろ
Q

　
縮
刷
Q

　
結
婚
、
（
京
都
市
寺
町
頭
に
雲
居
）

　
任
京
都
欝
欝
大
學
丈
科
大
學
敏
授
叙
窩
等
官
六
等

　
美
學
美
衛
史
講
座
鞭
川
任
な
命
ぜ
ら
る
O

主
翼
七
位
。

　
「
感
憐
移
入
美
學
に
就
い
て
」
「
婆
丈
）

　
「
文
字
上
の
費
し
（
藝
文
）

　
長
女
菊
子
媛
璃
止
。

　
扁
虫
研
究
の
爲
上
京
た
命
ぜ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
…
七
五
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丁
丁
研
完
　
第
百
五
十
玉
號

阿
　
　
　
十
二
月

同
四
十
五
年
二
月

ir舜同同大岡同同伺
　　　正
　　　元
　　　年　十
　一九入同六五同
　月月月　月月

同
　
　
二
年
二
月

同
年
　
　
　
三
月

同
　
　
　
　
四
月

伺
　
　
　
　
五
月

同
感
、
入
、
九
刀

同
　
　
　
　
九
月

同
入
、
九
、
十
二
月

飼
　
　
入
、
九
月

「
丈
蔀
省
才
華
愈
の
日
本
鑑
存
見
る
」
（
美
）

京
都
言
為
大
學
総
長
の
推
薦
に
基
き
明
治
三
十
一
年
勅

令
第
三
百
四
十
四
號
學
位
令
第
二
條
に
依
り
丈
學
博
士

の
學
位
為
授
け
ら
ろ
。

學
術
…
研
究
の
爲
上
京
な
命
ぜ
ら
ろ
。

「
自
然
美
に
就
い
て
」
（
京
都
美
衝
）

「
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
に
就
い
て
」
講
演

「
ロ
ダ
ン
の
燕
紺
衝
日
晒
」
（
嘉
島
の
光
）

「
所
謂
新
し
い
鑑
ぜ
古
い
霊
」
（
美
）

「
感
情
の
心
理
ビ
美
罰
し
（
心
理
研
究
）

陞
叙
高
雛
り
官
五
三
。

「
美
麗
吏
し
（
ギ
サ
シ
や
美
衝
更
）
の
蝿
書
断
片
が
照
年
よ

一
り
始
ま
瞠
り
大
正
六
』
牛
ま
で
年
々
書
加
皿
へ
・
り
れ
カ
る
も
の

・
如
し
。

叙
從
六
位
。

「
ヘ
ツ
ベ
ル
の
下
狛
」
（
下
文
）

「
美
の
研
究
」
（
藝
丈
）

「
廣
瀬
折
四
士
君
へ
（
ベ
ル
グ
ソ
ン
紹
介
に
就
い
て
し
（
燕
更
訂

雑
録
）

「
リ
ジ
プ
ス
教
授
の
美
鞭
学
」
（
心
理
研
究
）

「
白
問
自
答
」
（
薪
人
）

「
感
情
移
入
美
學
に
督
す
ろ
一
つ
の
批
詐
し
（
藝
丈
）

「
美
叢
雲
亡
公
衆
」
（
美
）

r｝司　｝…可　「窪｝　同　 同　 「f司　同　 同　 f，　il　同　 f司　 巨導望司　同　同　　同　　同　　同　　同　　同　　ffiJ　同

一
七
六

　
　
　
　
　
「
カ
ー
ル
・
ビ
ユ
1
ラ
ー
研
究
」
の
読
響
断
片
始
ま
る
。

三
年
四
月
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
生
涯
」
（
藝
丈
）

　
　
四
月
　
「
新
約
暇
嘉
し
の
発
書
断
片
が
始
ま
ろ
〇

　
　
五
月
　
「
美
的
假
象
」
（
平
文
）
一
部
獲
表

　
　
七
月
　
「
滑
稽
」
（
藝
丈
）

　
　
入
月
　
　
長
男
覗
氏
禺
生
〇

　
　
九
β
　
陞
叙
高
等
宮
四
等

四
年
一
月
　
「
美
馬
批
評
の
意
義
」
（
新
人
）

　
　
二
月
〃
　
叙
正
山
ハ
位

五
、
九
月
　
「
美
的
假
象
」
（
唐
文
）

　
　
七
月
越
「
製
作
蜜
理
論
」
（
美
）

　
　
夏
　
　
「
批
詐
主
義
し
に
つ
い
て
の
蝿
書
臨
片
が
始
ま
る
、
既
年

　
　
　
　
‘
に
又
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
に
つ
い
て
の
研
究
麗
書
も
始
ま
ろ

　
　
入
乃
　
「
序
丈
し
（
金
包
衛
彦
著
、
藝
衛
美
學
）

　
　
十
月
【
、
フ
ー
ベ
ッ
ト
・
ブ
ン
ア
イ
ク
の
筆
〔
天
使
合
唱
〕
（
婆
文
）

　
十
二
月
次
男
毅
氏
田
止
〇

五
年
二
月
　
「
美
的
轡
型
」
（
藝
交
）

　
　
四
月
　
「
婆
衛
批
評
に
つ
い
て
」
（
懸
葵
）
談

　
　
山
ハ
月
　

「慶

w
教
ビ
美
術
田
」
（
大
阪
講
麓
）

　
　
七
刀
　
「
客
魏
逃
避
ミ
印
象
面
詐
し
（
太
陽
）

　
　
七
月
　
「
感
情
移
入
競
非
難
概
観
」
（
哲
學
研
究
）

　
　
九
月
　
「
カ
ン
｝
の
堅
甲
力
批
判
に
就
い
て
」
（
哲
學
研
究
）

九
、
十
”
　
美
挙
建
蔽
術
學
（
哲
學
雑
誌
）
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岡1司岡窪溜1司同同同

　
九
琵

十
二
月

六
年
「
月

　
　
二
月

　
　
二
”

　
四
月

　
　
五
β

　
　
五
月

　
　
六
月

　
九
り

同
　
、
二
、
三
、
四
、

同同同同同同同岡同

七
年
一
月

　
　
六
月

六
、
七
月

九
、
十
月

　
　
十
月

置
年
二
月

　
　
五
月

　
　
六
月

入
、
九
月

「
う
づ
ま
き
」
ハ
藝
文
故
上
田
博
士
氾
葱
鋲
）

腫
叙
高
等
宮
三
等

叙
従
五
位

「
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
し
（
美
）

「
ロ
ジ
チ
エ
の
撃
手
」
の
蝿
書
臨
片
始
ま
る
。

「
形
の
問
題
」
（
美
衛
新
報
）

「
見
ゆ
る
世
界
」
〔
大
阪
講
話
）

「
ロ
ツ
チ
エ
の
美
學
」
ハ
ロ
ン
チ
ェ
記
念
號
）

京
都
帝
國
大
豆
建
築
委
員
愈
委
母
か
、
命
ぜ
ら
る
。

「
江
八
代
美
學
史
」
の
…
覚
薫
“
始
ま
”
、
爾
後
年
々
漁
”
加
へ
・
b

れ
し
も
の
・
如
く
大
照
の
臨
片
ぜ
な
ろ
Q

　
五
、
志
ハ
、
・
七
、
十
、
よ
T
…
月
　
　
「
美
學
の
幕
轟
健
に
競
畔

い
て
の
考
察
」
（
哲
學
研
究
）

次
女
隆
子
酸
禺
疏
Q

「
美
髪
の
墓
礎
に
就
い
て
の
考
察
」
（
暫
學
研
究
）

「
人
止
に
於
け
る
藝
衝
…
の
意
義
」
（
學
校
教
育
）

「
美
の
具
象
性
」
（
哲
學
研
究
）

「
美
し
き
清
し
（
患
潮
）

「
瓢
W
倫
捌
批
”
評
」
ハ
翻
型
慣
月
）

離
叙
高
等
寡
二
等

「
ケ
ー
ベ
ル
博
士
論
丈
集
」
（
哲
學
研
究
）

叙
正
五
位

「
藥
爾
論
の
種
々
」
（
翻
作
）

報

岡同

秋

同
九
年
一
、
四
、

隔
U
二
、
山
ハ
、
九
、
L
T
二
口
四

同
　
　
　
七
月

岡同1爺
　十
　年
　一i

四二十
月、刀
　六
7月罵

同　 【司　 【・弓　［t’ij　fi’可

五
、
七
月

　
　
六
月

　
十
｝
月

「
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
以
後
の
美
學
」
の
昼
書
騒
片
始
ま
る

年
々
蘇
に
十
三
、
四
年
に
多
量
の
追
伽
あ
り
大
蔀
の
も

　
の
た
な
す
。

「
激
動
批
詐
吏
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
」
も
叉
測
に
畳
堂
笥
亡

　
し
て
始
ま
り
十
二
年
秋
に
．
多
舐
犯
の
堂
縦
那
へ
あ
り
、
　
こ
の
’

　
問
題
ぱ
簿
士
終
年
ま
で
の
一
つ
の
研
究
主
題
ぜ
な
っ
て

　
ゐ
穴
。

藷乱

b
μ
　
「
ア
冠
ス
ト
テ
レ
ス
の
誠
瞬
衛
弘
刷
」
（
謎
文
）

　
　
　
「
プ
ラ
塾
1
の
階
子
」
ハ
哲
［
泓
争
研
究
）

　
「
藝
衛
に
於
σ
る
例
性
の
表
撹
ビ
客
槻
的
領
櫨
」
（
現
代

之
美
術
）

　
「
紛
諜
の
鑑
賞
に
就
い
て
」
認
演

　
　
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
藝
繍
…
諭
」
（
藝
丈
）

「
ル
ネ
ソ
サ
ン
ス
」
の
道
書
断
片
が
始
ま
る
爾
後
年
々
殊

　
に
十
四
年
に
追
甥
さ
る
、
「
ミ
ケ
ラ
ン
セ
ロ
」
に
講
義
箆

　
書
芒
し
て
準
備
さ
ろ
。

　
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
」
．
の
回
書
も
此
年
よ
り
十
「
年
に
か
け
て

　
研
究
　
過
加
さ
る
り

十
二
月

「
プ
ラ
レ
ー
の
美
旨
旨
（
哲
學
研
究
）

「
序
文
し
パ
グ
・
i
旧
著
安
藤
弘
鐸
「
婆
術
の
始
源
し

「
模
倣
ミ
し
て
の
藝
術
」
（
思
想
）

「
古
い
藝
前
帝
ビ
新
し
い
藝
衝
凝
」
（
蓑
現
）

「
フ
ロ
ー
ベ
ル
に
就
い
て
し
講
演

｝
七
七
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同同同同報同同洞同阿一同同同同同同同同

寸
學
研
究
　
第
百
五
十
五
號

十
｝
年
四
月

　
　
　
五
月

　
　
　
同

　
　
　
同

十
二
年
墜
死

　
　
　
入
月

入
、
十
一
月

士
二
年
｝
月

　
　
　
同

　
　
　
同

　
　
　
五
月

　
　
　
六
月

　
　
　
同

　
　
　
七
月

　
　
　
入
月

　
　
　
九
月

十
、
十
二
月

　
　
十
｝
月

十
四
年
四
月

…織

L
各
國
へ
鰐
口
被
仰
付

叙
鋤
四
等
授
瑞
喪
掌

「
プ
ラ
下
一
の
美
學
」
（
哲
學
研
究
）

「
二
丈
」
（
園
績
三
著
「
藝
術
…
創
作
の
心
理
」
）

任
地
嵩
獲
感
喜
止
木
各
國
へ
向
ふ
Q

「
道
徳
的
美
」
（
哲
學
研
究
）

「
ケ
ー
ベ
ツ
博
士
の
逝
去
」
（
哲
學
研
究
）

フ
ツ
ラ
ー
が
美
學
上
の
功
続
」
（
暫
學
研
究
）

附「
悲
劇
に
固
有
な
る
快
感
し
（
思
想
）

「
劇
作
家
へ
の
注
出
思
し
（
新
舞
豪
）

「
藝
衛
一
般
」
講
演

陞
叙
高
等
官
一
等

「
藝
衛
へ
の
理
解
」
（
丈
化
講
座
）

「
藝
衛
の
本
質
に
就
い
て
」
（
女
性
）

叙
動
三
等
授
瑞
目
見

叙
從
四
位

「
ブ
イ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
構
想
力
」
（
哲
學
研
究
）

「
藝
衝
上
の
眞
」
（
改
溝
）

「
一
般
美
學
」
（
美
撃
ミ
藝
術
撃
）
の
回
書
が
始
ま
る
、
こ

れ
に
此
年
の
特
殊
講
義
の
準
備
書
な
り
、
　
…
、
二
學
期

ん
肉
池
h
し
て
、
堂
口
加
へ
ら
れ
距
、
　
こ
れ
虐
別
に
「
美
學
ミ
艶
麗

術
學
」
の
問
題
に
つ
い
て
の
蝿
書
が
此
年
の
研
究
ビ
し

て
、
非
常
舗
大
部
の
も
の
ミ
を
な
す
、
蓋
し
大
正
五
年

一
七
入

　
　
　
　
　
　
　
同
題
に
て
哲
學
雑
誌
に
聚
蓑
以
來
「
藝
術
批
詐
史
し
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
立
す
ろ
他
の
一
つ
の
博
士
終
年
に
語
る
ま
で
の
研
究
主

　
　
　
　
　
　
　
題
ぐ
」
な
っ
て
み
る
。

同
　
　
同
　
「
近
代
美
馬
定
カ
ン
ト
し
の
梵
害
も
此
年
た
懸
じ
て
の
研

　
　
　
　
　
　
　
究
誤
長
ミ
成
っ
て
み
る
。

岡
　
　
　
七
月
ヴ
エ
レ
フ
リ
ン
の
「
塾
礎
概
念
・
…
－
し
に
つ
い
て
の
蝿

　
　
　
　
　
　
　
書
始
ま
ろ

　
　
　
　
　
　
　
庇
年
に
渡
衷
に
蓋
り
し
論
丈
た
持
つ
こ
ぜ
が
出
來
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
六
が
、
　
研
究
そ
の
も
の
に
つ
い
て
に
博
士
に
ミ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
最
も
意
味
深
い
年
で
あ
っ
療
。

岡
　
セ
†
五
篇
牛
一
月
　

「必

v
繕
…
吏
上
の
墓
礎
一
概
見
定
し
て
の
ル
ネ
ソ
サ
ン
ス
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ロ
ツ
グ
」
（
美
）

同
　
　
　
　
二
月
　
「
小
山
鼎
浦
を
懐
ふ
」
（
京
螂
大
學
新
附
）

同
三
、
十
二
刀
「
美
學
に
於
け
ろ
形
式
の
問
題
」
（
丈
科
大
難
講
座
）

同
三
、
五
、
十
二
月
　
「
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ソ
の
美
學
」
（
哲
學
研
究
）

同
　
　
　
　
四
月
　
「
カ
ン
》
鋼
無
力
批
鋼
し
の
勤
書
始
ま
ろ
。
　
こ
れ
ロ
批
年

　
　
　
　
　
　
　
の
特
殊
講
義
の
準
備
剛
℃
あ
り
、
　
…
年
為
涌
唱
じ
て
書
転
洲
へ

　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
六
。

同
　
　
　
　
署
、
月
「
美
的
形
式
主
義
し
の
蝿
護
断
片
（
大
部
）
始
ま
る
。

同
　
　
五
、
七
月
　
「
ロ
ダ
ン
の
慧
言
し
（
新
蹴
）

同
　
　
　
　
・
七
月
　
「
ハ
ン
ス
カ
レ
プ
一
汐
の
陥
獅
漁
傑
」
（
交
織
η
藻
樋
秋
）

同
　
　
　
　
十
月
　
「
ア
ミ
エ
ル
の
臼
読
の
「
館
」
（
京
都
大
學
新
陶
）

岡
　
十
、
十
一
封
「
目
の
色
r
パ
中
外
日
報
）
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同同昭同
　　迎

　二年
　、二十
二三月二
月月　月

同同i畷同

十

月

骨九同囚
H月　月

同
　
　
三
年
…
月

同同同

四三二
月月月

同
　
　
湖
月
上
旬

同

南
月

「
印
象
派
の
重
鎭
モ
＊
i
」
（
談
、
穴
阪
朝
日
新
聞
）

「
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
」
（
丈
藝
春
秋
）

「
丈
藝
問
題
」
（
ア
ル
ス
丈
化
大
講
座
）

「
藝
術
…
家
の
藝
術
論
」
（
U
o
7
臼
。
騨
）
に
就
い
て
、
）
（
ミ

ュ
ー
ズ
）

「
四
洋
美
衛
吏
」
の
蝿
書
簡
片
始
ま
ろ
Q

末
女
暢
子
媛
餌
飼
。

「
丈
學
概
論
し
の
蝿
書
脇
片
始
ま
る
。

血
縁
演
習
中
悪
寒
た
比
え
、
臨
に
麟
宅
臥
床
ぜ
ら
れ
し

が
、
山
盛
灘
…
川
添
綾
し
矯
症
強
ノ
、
、
怜
・
も
「
腸
チ
ブ
ス
」
…
稼
h
症

候
な
以
て
十
数
日
脛
過
後
右
側
繰
性
肋
膜
炎
ε
確
診
さ

る
、
　
同
年
十
二
月
宋
よ
り
一
月
に
亙
り
数
回
の
喀
血
あ

り
穴
れ
こ
も
、
熱
低
ぐ
、
氣
分
軽
快
為
愛
ゆ
。

「
ア
ー
ー
ス
ト
テ
ソ
ス
の
藝
術
…
論
し
（
思
想
）
（
但
藝
丈
既
稿

再
録
）

病
歌
、
漸
次
可
良
た
加
ふ
Q

病
請
払
｝
ん
ご
一
｛
疋
し
、
離
床
歩
行
ψ
ご
へ
汀
能
ε
（
妹
る
。

釜
々
岡
復
し
、
庭
内
散
歩
、
讃
恒
等
た
試
み
て
甚
し
き
．
・

害
な
認
め
す
、
白
ら
九
月
新
學
期
の
講
義
の
計
盟
為
さ

へ
結
す
。

雍へ

@
喉
頭
に
異
単
為
蔓
へ
、
罫
畠
洲
專
門
柳
に
つ
寄
・
加
療

し
、
漸
次
揃
復
。

下
鴨
森
本
町
よ
り
北
白
川
牛
井
町
に
屠
た
移
す
。
下
旬

報

団

帯
刀

同
　
　
十
月
入
日

　
　
の
　
　
　
ぢ
ロ

　
　
4
～
こ
↓
日

同
　
十
一
月
二
日

二

十
…
目

十
二
日

詞
年
　
　
　
同
日

同
　
　
　
十
三
日

同

二
十
九
日

よ
り
再
び
盗
熱
持
比
し
腹
膜
炎
の
併
獲
た
見
ろ
。

約
一
ケ
月
後
病
勢
棚
衰
へ
暫
く
準
熱
狩
績
し
氣
分
爽
快

為
聾
ゆ
。

突
然
高
熱
た
下
し
、
呼
吸
困
難
た
來
し
、
同
時
に
左
肺

発
部
に
亙
り
乾
酪
性
肺
炎
症
難
か
皐
ゼ
り
。

勇
鞍
部
都
に
浮
腫
研
旧
し
、
昨
旦
心
臓
の
籐
朧
た
見
ろ

夜
毎
欝
血
以
來
急
蓮
に
衰
溺
を
加
r
ふ
、
　
五
日
以
後
昏
…
睡

釈
態
た
拝
績
す
。

午
後
赫
赫
頃
よ
り
杢
く
所
期
に
照
ろ
。

午
前
零
丁
牛
脈
隙
海
溺
ぜ
な
り
注
射
為
試
み
ろ
、
家
族

の
方
々
侮
か
に
被
別
な
終
る
、
　
爾
後
｝
時
間
雫
注
珊
の

殻
果
睡
る
・
ビ
ビ
も
に
遽
に
永
眠
さ
ろ
、
噂
正
に
午
前

二
女
、
　
枕
頭
に
侍
す
う
も
の
夫
人
、
令
弟
（
深
田
貫
一

氏
）
門
弟
（
伊
勢
、
中
井
）
の
四
人
、
o

叙
正
四
位
（
特
旨
あ
以
て
位
｝
級
た
追
陞
ぜ
ら
る
）

偶
大
典
の
禮
日
に
際
す
る
か
慮
り
喪
な
嚢
ぜ
す
篤
　
密
か

に
こ
れ
た
雛
ろ
。

自
邸
に
於
い
て
告
別
式
た
行
ふ
。

　
術
暗
期
為
霧
に
す
る
能
は
ざ
る
畳
書
噺
片
中
各
別
赫
ビ
し
て
年
々
書
加
へ

る
準
備
た
し
て
あ
る
も
の
為
左
に
掲
ぐ

　
　
「
藝
術
史
の
方
法
（
ご
イ
チ
ェ
）
」
（
穴
正
十
四
年
頃
？
）

　
　
「
美
の
形
式
原
理
」
（
長
年
に
互
り
て
追
加
さ
れ
し
も
の
）

　
　
「
ク
ラ
シ
ン
ク
ぜ
口
一
、
ン
チ
ソ
〃
」

一
七
九
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哲
學
研
究
　
第
百
五
十
五
號

「
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
し

「
ゴ
ン
グ
ー
ル
ピ
フ
・
i
ベ
ル
］

「
藝
衛
の
分
類
」

「
り
き
舞
諫
旨
Φ
」

「
想
像
に
就
い
て
」

「
笑
に
つ
い
て
｝

「
撫
然
芒
藝
術
」

「
望
。
畢
馨
。
三
論
」

「
源
氏
物
語
絡
巻
に
就
い
て
」

「
ニ
イ
チ
エ
芝
荻
桝
衛
し

「
印
象
奨
絆
ビ
客
凝
批
評
」
（
長
年
に
亙
り
て
研
究
さ
れ
し
も
の
・
如
し
）

【
冥
㌶
毎
σ
q
o
髪
湊
」

「
醤
黛
藩
。
己

「
美
ビ
表
現
」

「
ギ
”
シ
や
詩
に
於
け
ろ
婆
術
的
朔
断
（
ヲ
ル
テ
ル
）
」

「
自
然
主
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

「
美
し
き
魂
」
（
長
年
に
亙
り
て
書
面
へ
し
跡
た
児
ゐ
）

「
プ
ラ
ト
ー
の
箋
學
し
（
長
年
・
に
亙
り
て
書
加
へ
し
跡
尋
見
る
）

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
美
挙
し

「
ヘ
ー
ゲ
’
ル
の
美
装
」

「
ツ
エ
ラ
ー
の
美
學
」

「
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
美
身
」

「
ザ
イ
タ
池
ー
ク
の
美
撃
」

閃

皿
八
○

　
　
「
シ
エ
ソ
イ
ソ
エ
ル
の
美
學
」

　
　
【
，
シ
ル
ラ
ー
の
美
學
」
（
特
に
大
都
の
も
の
で
あ
る
）

　
　
「
，
シ
ツ
ラ
ー
の
美
に
臨
…
す
ろ
手
紙
」

　
こ
の
外
に
特
定
の
人
に
興
味
為
も
つ
て
各
別
泌
亡
し
て
そ
の
人
の
翻
録
所

説
、
た
集
め
し
人
名
か
左
に
鍋
ぐ
。

　
「
ス
ピ
ノ
ザ
し
「
ラ
イ
プ
ニ
ソ
ソ
」
「
ベ
イ
コ
ン
」
「
リ
ソ
プ
ス
し
「
メ
ソ
ザ

　
i
」
「
コ
ー
ヘ
ン
（
論
理
學
ノ
ー
ト
）
し
「
カ
ソ
シ
ラ
ー
」
「
プ
ア
ー
レ
ン
」

　
「
ゲ
イ
ル
タ
イ
」
　
「
ボ
サ
ン
ヶ
し
　
「
サ
ン
ト
プ
ー
プ
、
テ
ー
ヌ
、
ビ
ラ
ン
、

　
ス
チ
プ
ン
ソ
ン
」
　
「
ス
テ
ン
ダ
ー
ル
し
　
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
」

未
定
稿
の
醗
諜
ミ
し
て
「
カ
ン
ト
鋼
臨
力
批
鋼
」
（
十
三
年
よ
り
最
近
ま
で
）

　
（
附
駝
）

故
深
田
博
士
が
上
田
敏
讐
士
の
逼
憶
に
あ
カ
っ
て
，
　
そ
の
藩
れ
ゆ
く
魑
憶
に

つ
い
て
、
か
く
嘆
か
れ
カ
。
　
「
こ
れ
等
の
も
の
採
恰
も
ボ
ー
の
或
小
設
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゑ

て
拠
る
〃
芋
八
反
紙
に
㍉
懸
さ
れ
■
れ
ろ
財
㌧
賀
の
在
所
な
記
し
」
宍
ぜ
云
ふ
イ
ン
キ
の

如
く
に
、
今
に
殆
ん
ざ
護
み
得
沁
位
に
難
く
残
っ
て
み
る
。
そ
し
て
此
イ
ン

キ
に
何
の
暖
雌
の
傍
に
特
っ
て
行
つ
糞
ら
、
．
一
度
隙
れ
力
文
字
た
再
び
顯
幽

す
ろ
で
あ
ら
う
か
見
常
が
附
か
蹴
い
の
み
な
ら
す
、
顯
溜
す
る
丈
字
も
亦
恐

く
に
、
其
小
説
に
あ
る
謙
に
、
其
下
受
を
解
す
ろ
の
が
容
易
で
な
い
祈
の

9
毛
鷹
茜
9
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
　
こ
の
嘆
き
ぽ
、
　
や
が
て
私
蓮
の
深

田
樽
士
の
池
憶
に
あ
れ
つ
て
嘆
く
嘆
き
ご
た
る
で
あ
ら
づ
。
も
し
そ
の
畦
に

こ
の
記
録
が
何
等
か
の
暖
燈
ビ
な
ら
ば
幸
で
あ
ろ
。
も
し
そ
の
暖
燈
の
炎
の

絵
り
に
も
冷
き
た
か
こ
つ
人
あ
ち
ば
、
　
貴
ば
…
に
筆
者
に
あ
る
。
泓
ば
再
び
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故
博
士
の
ケ
等
ベ
ル
博
士
に
つ
い
て
の
言
葉
た
引
い
て
、
　
こ
の
稿
な
閉
ぢ
や

う
。　

「
頃
。
弓
0
6
Q
急
調
。
…
話
。
　
の
著
者
が
其
父
の
輿
図
た
描
く
に
於
い
て
確
か
に

示
し
て
み
る
　
へ
嘩
O
山
’
、
“
竃
こ
〔
誤
提
（
〔
O
け
葺
ぴ
旨
［
ロ
算
・
O
）
　
の
カ
ば
私
に
ぱ

鋏
け
て
居
ろ
O
荷
し
て
博
士
ぱ
泓
に
取
り
て
何
で
あ
る
か
、
私
の
親
し
く
知

る
為
得
距
組
て
の
改
き
六
人
々
の
申
、
博
士
の
占
め
て
居
る
叉
占
む
べ
き
地

位
に
何
肝
川
に
あ
る
か
、
　
こ
れ
が
組
拗
定
な
試
み
る
六
め
に
に
私
に
未
だ
あ
ま

り
に
私
白
玉
に
就
い
て
こ
の
知
識
に
乏
し
い
の
か
感
ず
る
」
（
中
井
正
」
詑
）

　
（
追
記
）

　
爾
今
稿
は
奮
友
並
び
に
同
僚
で
あ
っ
穴
諾
教
授
の
殿
修
の
下
に
、
近
く
砦

波
明
店
よ
り
獲
行
ず
べ
く
準
備
さ
れ
つ
㌧
あ
る
事
な
お
知
ら
ぜ
し
六
い
。

「
＝
蹟
羅
翻
＝
二
重
ロ
一
＝
二
隊
毎
唱
＝
＝
a
臨
酌
謄
＝
一
“
優
一
一
＝
層
朗
囹
■
”
＝
髄
国
巳
「
階
一
二
贋
四
＝

　　

m
　
　
　
報

胴
＝
二
”
ロ
臨
二
｝
＝
腰
隠
＝
＝
「
鍔
鑓
謄
＝
＝
紹
廻
卿
＝
＝
雪
”
＝
＝
騨
圃
躍
＝
一
＝
蟹
“
＝
韓
＝
囹
踏
胴

O
O
馨
鋒
9
8
蓉
論
文
集
第
二
輯
が
出
ま
し
た

　
前
圖
の
心
蝉
學
演
碧
用
『
ゲ
ス
タ
シ
ト
學
設
論
集
』
の
続
き
ε
し
て
今
問
左

の
三
論
文
正
集
め
て
印
刷
し
ま
し
療
O

　
　
碧
図
ヨ
．
〔
目
。
津
詐
罵
費
2
冥
即
。
『
鍵
回
H
簿
脱
鼠
【
δ
瓢
§

　
　
　
　
　
δ
〔
剛
｝
O
Ω
O
重
圏
露
H
器
O
鵠
O

　
右
に
英
語
義
民
に
本
學
説
の
婆
旨
か
理
解
さ
ぜ
る
カ
め
に
超
心
し
た
も
の

で
知
発
心
遡
學
の
領
城
に
お
け
る
新
し
い
干
害
か
総
括
的
に
蓮
べ
て
る
ろ
黙

で
よ
い
鳥
鰍
鰯
な
典
へ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
b

藁

報

　
　
H
【
．
ヒ
髭
づ
－
巴
籍
ぎ
。
ぴ
娼
艮
。
誘
F
銑
峯
霞
。
＝
洋
韓
H
し
9
回
お
く
§

　
　
　
　
山
臼
Q
Φ
。
噂
雰
H
『
目
H

　
こ
れ
に
墨
壷
の
績
き
で
揮
範
的
に
雲
量
な
叙
蓮
奄
以
て
本
學
観
の
骨
子
を

会
い
穴
最
も
重
要
な
交
獣
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
從
っ
て
種
々
の
論
丈
に
引

屠
さ
れ
て
る
ま
す
o
W
氏
の
思
葱
家
定
し
て
の
三
聖
の
風
絡
が
、
こ
㌧
に
う
か

が
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
言
々
句
々
み
な
深
く
昧
ふ
べ
き
も
の
た
藏
し
て
ゐ

ま
す
・
Q

　
五
爵
説
な
知
ら
う
卜
す
ろ
人
の
精
誠
た
嬰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
【
｝
H
・
づ
、
o
掲
§
σ
q
因
。
、
竃
Φ
5
N
ξ
Ω
o
寮
μ
H
巳
回
o
o
ユ
ρ

　
、
、
れ
に
同
誌
上
に
三
號
に
亙
っ
て
蓮
載
さ
れ
六
M
召
σ
Q
μ
ρ
髪
。
の
詐
論
『
イ
ギ

リ
ス
心
理
學
派
の
聯
想
主
眼
に
反
封
す
ろ
ド
イ
ソ
　
新
心
理
學
派
の
形
態
の
學

説
』
に
欝
す
る
癖
駁
で
‘
O
Φ
鋒
H
£
や
”
・
讐
導
。
ご
”
の
や
う
な
語
に
封
ず

ろ
曲
解
な
綴
　
閉
〃
し
た
り
、
舞
舞
の
哲
…
学
上
の
考
へ
・
万
に
痴
野
す
る
ω
門
包
貯
嵩
㈹
藁
7

ぎ
お
た
し
下
り
し
て
み
る
貼
で
一
般
の
謹
者
に
塗
考
に
な
る
最
近
の
論
丈
で

あ
り
ま
す
b

な
ほ
巷
末
に
数
頁
に
亙
る
解
設
た
附
け
ま
し
穴
。

○
御
三
禦
の
方
に
左
認
へ
御
串
越
下
さ
い
。

○
萱
募
金
戴
圃
五
拾
鰻

　
　
　
　
九
州
帝
國
大
一
法
丈
師
部
心
理
学
暖
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
　
久

闘

鼎

　
　
　
　
　
哲
學
茶
話
會

　
十
二
月
十
八
口
、
樂
友
館
に
於
て
数
學
墓
礎
論
に
於
け
る
形
式
主
義
ぜ
霞

槻
生
義
　
下
村
寅
太
那
氏

｝
入
一


